
隊
友
会
東
播
支
部
は
、
７
月
30
日

酷
暑
の
中
、
石
田
支
部
長
以
下
28
名

の
会
員
の
参
加
を
得
て
、
青
野
ヶ
原

演
習
場
の
南
廠
舎
近
傍
に
あ
る
殉
職

隊
員
（
姫
路
駐
屯
地
隊
員
）
の
慰
霊

碑
周
り
の
清
掃
（
除
草
）
、
演
習
場

内
の
偽
装
材
捨
て
場
近
傍
に
あ
る
殉

職
隊
員
（
福
知
山
駐
屯
地
隊
員
）
の

清
掃
（
除
草
）
及
び
清
掃
後
に
献
花

を
行
い
参
加
会
員
が
順
番
に
慰
霊
を

行
い
ま
し
た
。

こ
こ
数
日
は
、
雨
も
降
ら
ず
酷
暑

と
言
え
る
35
度
以
上
の
晴
天
が
続
き
、

熱
中
症
対
策
が
不
可
欠
の
状
態
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
朝
６
時
30
分
か
ら
の

清
掃
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
は
涼
し
い
う
ち
に
と
の
気
持

ち
で
、
５
時
過
ぎ
に
は
作
業
を
開
始

し
、
２
か
所
あ
る
慰
霊
碑
の
清
掃
及

び
献
花
・
会
員
の
慰
霊
を
７
時
過
ぎ

に
は
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
南
廠
舎
近
傍
の
慰
霊
に
お

い
て
は
、
会
員
で
お
寺
の
住
職
を
さ

れ
て
い
る
高
倉
理
事
役
が
お
経
を
読

み
続
け
る
中
で
の
慰
霊
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

終
了
後
、
今
年
の
支
部
長
表
彰
受

賞
対
象
者
の
入
船
理
事
役
に
石
田
支

部
長
か
ら
表
彰
状
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
７
月
31
日
付
で
ご
勇
退

さ
れ
る
業
務
隊
長

竹
内
２
佐
か
ら

「
隊
友
会
の
皆
様
の
献
身
的
な
活
動

に
よ
り
、
毎
年
、
慰
霊
碑
周
り
の
清

掃
・
慰
霊
行
事
を
行
っ
て
頂
け
る
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
」
と
ご

挨
拶
を
頂
き
解
散
し
ま
し
た
。

参
加
会
員
は
次
の
清
掃
場
所
で
あ

る
海
軍
航
空
隊
鶉
野
飛
行
場
跡
地
に

向
け
て
移
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

鶉
野
飛
行
場
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
移
設
前
に
祈
念
碑
を
建
立
さ
れ

て
い
た
場
所
が
「
祈
念
の
碑
保
存
会
」

の
土
地
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
そ
の

跡
地
周
辺
の
清
掃
（
除
草
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
「
祈
念
の
碑
保
存
会
」

の
会
員
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
方
々
、
総
勢
10
名
程
度
で
朝
早

く
か
ら
除
草
作
業
を
進
め
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
特
に
藤
棚
の
除
草
は
、

参
加
者
の
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
り

ま
し
た
が
、
我
々
隊
友
会
の
会
員
が

支
援
し
て
約
１
時
間
で
作
業
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
業
終
了
後
に
、
現
保
存
会
の
会

長

上
谷
昭
夫
氏
の
弟
で
あ
る
上
谷

哲
朗
氏
か
ら
、
会
長
が
昨
年
末
に
脳

梗
塞
と
な
り
２
カ
月
く
ら
い
の
入
院

を
さ
れ
た
こ
と
、
長
期
入
院
で
歩
け

な
い
状
態
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
お
聞

き
し
、
参
加
し
た
隊
友
会
員
は
愕
然

と
し
ま
し
た
。
昨
年
、
鶉
野
飛
行
場

跡
地
見
学
を
計
画
し
た
際
に
会
長
自

ら
が
見
学
コ
ー
ス
を
計
画
し
、
大
満

足
の
研
修
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
早
い
回
復

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

上
谷
哲
朗
氏
か
ら
は
、
今
後
も
清

掃
活
動
は
祈
念
の
碑
保
存
会
の
会
員
、
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
満
足
な
清
掃
が
で
き
な

い
状
態
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
の
隊

友
会
東
播
支
部
の
継
続
的
な
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
10
月
７
日

（
土
）
に
は
祈
年
祭
を
行
う
と
の
お
話

も
あ
り
、
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
の
要

望
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

東
播
支
部
と
し
て
は
、
今
ま
で
に
先

人
が
行
っ
て
こ
ら
れ
た
事
業
の
一
つ
で

あ
り
、
元
自
衛
官
と
し
て
戦
争
遺
跡
に

携
わ
る
こ
と
は
名
誉
な
こ
と
と
い
う
気

持
ち
も
強
く
、
要
望
が
あ
る
間
は
積
極

的
な
支
援
を
お
約
束
し
、
移
設
後
の
祈

念
碑
に
移
動
し
て
献
花
・
慰
霊
行
事
を

行
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

隊
友
会
東
播
支
部

石
田
支
部
長

は
令
和
５
年
10
月
７
日
13
時
か
ら
兵

庫
県
加
西
市
鶉
野
町
に
あ
る
姫
路
海

軍
航
空
隊
鶉
野
飛
行
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
令
和
５
年
度
（
第
25
回
）

鶉
野
平
和
祈
念
祭
に
参
加
し
た
。

こ
の
祈
念
祭
は
鶉
野
平
和
祈
念
祭

実
行
員
会
の
主
催
で
毎
年
遺
族
の
参

加
を
募
っ
て
厳
か
に
開
催
さ
れ
、
今

年
で
25
回
目
を
数
え
ま
す
。
今
年
は

海
軍
旗
掲
揚
、
主
催
者
を
代
表
し
て

鶉
野
平
和
祈
念
の
碑
苑
保
存
会
の
事

務
局
長
で
あ
る
上
谷
様
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
黙
祷
、
献
花
、
小
野
高
校
の

生
徒
に
よ
る
遺
書
朗
読
、
海
ゆ
か
ば

の
斉
唱
、
追
悼
演
奏
（
同
期
の
桜
・

若
鷲
の
歌
・
ふ
る
さ
と
）
、
遺
族
代

表
謝
辞
（
第
一
護
皇
白
鷺
隊
湯
川

俊
輔

海
軍
少
尉
の
姪
）
、
海
軍
旗

降
納
で
行
事
を
終
了
し
ま
し
た
。
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こ
の
海
軍
飛
行
場
跡
地
は
、
陸
上

自
衛
隊
鶉
野
訓
練
場
と
し
て
近
年
ま

で
自
衛
隊
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

加
西
市
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
以
降
は
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
、
戦
争
遺

跡
公
園
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

特
に
、
見
学
に
訪
れ
る
方
々
に
は
、

こ
の
遺
跡
を
通
じ
て
63
名
の
若
者
が

返
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
悲
惨
な
戦
争
を

２
度
と
起
こ
さ
な
い
。
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
と
の
強
い
信
念
を
も
っ
て

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
近
畿
地
方
の
中
・
高
校
生

が
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
見
学
研
修

に
訪
れ
て
い
る
と
聞
き
し
、
そ
の
数
が

年
々
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

隊
友
会
東
播
支
部

支
部
長

石
田

真
一
以
下
24
名
の
会
員
及
び
１
名
の
会

員
家
族
は
令
和
５
年
10
月
21
日
９
時
か

ら
兵
庫
県
加
東
市
滝
野
の
滝
野
体
育
セ

ン
タ
ー
前
の
休
耕
田
に
お
い
て
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
祭
を
行
っ
た
。

支
部
は
、
毎
年
近
傍
駐
屯
地
で
あ
る

陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐
屯
地
の
曹
友
会

長
を
介
し
て
、
隊
員
・
家
族
に
参
加
を

呼
び
掛
け
て
、
隊
友
会
会
員
と
隊
員
・

家
族
の
ふ
れ
あ
い
場
の
一
環
と
し
て
収

穫
祭
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
19
家
族
61
名
の
参
加
が
あ

り
好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
収
穫
日
和
の

中
で
和
気
あ
い
あ
い
と
収
穫
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
収
穫
場
所
は
昨
年
ま
で
と
は

少
し
場
所
を
変
え
て
お
り
、
草
ぼ
う
ぼ

う
の
荒
れ
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
開
墾

か
ら
植
付
ま
で
の
準
備
や
草
取
り
等
大

変
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ざ
収
穫
し
て
み
る
と
、
か
な
り
大
き

い
芋
に
成
長
し
て
お
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ

を
手
に
し
た
子
供
達
は
大
喜
び
で
し
た
。

450
本
の
収
穫
を
約
１
時
間
30
分
程
度

で
行
い
、
人
数
分
に
振
り
分
け
て
持
ち

帰
り
の
準
備
に
も
時
間
が
掛
か
る
ほ
ど

大
量
に
収
穫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
同
様
、
里
芋
の
収
穫
も
行

い
、
皆
さ
ん
に
持
ち
帰
っ
て
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
収
穫
を
始
め
た
直
後
に
別

件
で
滝
野
体
育
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
た

衆
議
院
議
員

藤
井
ひ
さ
ゆ
き
議
員
が

立
ち
寄
ら
れ
、
隊
友
会
と
隊
員
・
家
族

に
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

解
散
前
に
、
来
年
も
同
様
に
収
穫
祭

を
計
画
す
る
こ
と
、
最
近
の
自
衛
官
は

訓
練
状
況
が
過
密
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
臆
す
る
こ
と
な
く
家
族
の
み
で

の
参
加
も
検
討
し
て
頂
き
、
隊
友
会
会

員
と
の
交
流
を
深
め
て
頂
き
た
い
と
要

望
し
、
全
員
の
記
念
撮
影
を
行
っ
た
後

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
、
収
穫
祭
の
成
功
の
裏
に
は
石

田
支
部
長
を
含
め
た
さ
つ
ま
芋
畑
近
傍

の
役
員
と
会
員
の
ご
尽
力
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。

我
が
東
播
支
部
の
役
員
及
び
会
員
は

い
か
に
現
職
隊
員
の
心
の
支
え
と
な
る

活
動
が
で
き
る
の
か
、
今
後
父
兄
会
と

の
連
携
の
基
、
家
族
支
援
の
在
り
方
を

含
め
て
志
を
一
つ
に
し
て
更
に
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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今
年
は
、
去
年
に
比
べ
て
大
量
の
収

穫
量
で
し
た
が
、
夏
の
暑
さ
で
「
さ
つ

ま
芋
」
の
絶
滅
の
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
石
田
支
部
長
を
始

め
滝
野
在
住
の
役
員
と
会
員
の
ご
尽
力

に
よ
り
見
事
復
活
し
「
大
豊
作
」
と
な

り
ま
し
た
。

７
月
30
日

慰
霊
碑
清
掃
奉
仕
及
び

慰
霊
行
事

（
支
部
長
以
下
28
名
参
加
）

８
月
８
日

青
野
原
駐
屯
地
盆
踊
り
大
会

（
支
部
長
・
副
支
部
長
・

事
務
局
長
参
加
）

９
月
９
日

新
隊
員
後
期
教
育
修
了
式

（
支
部
長
参
加
）

10
月
7
日

鶉
野
祈
念
の
碑

慰
霊
祭

（
支
部
長
参
加
）

10
月
21
日

収
穫
祭
（
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
）

（
石
田
支
部
長
以
下
会
員
24
名
・

会
員
家
族
1
名
・
隊
員
家
族

19
家
族
61
名

計
86
名
参
加
）

11
月
５
日
午
後
予
定

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

11
月
18
日

忘
年
会(

東
加
古
川

弁
慶)

11
月
25
日

理
事
役
会

12
月
３
日

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
支
援

12
月
８
日
～
12
日

＃
１
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

12
月
10
日

県
理
事
役
会

12
月
下
旬

青
野
原
駐
屯
地
年
末
行
事

１
月
初
旬

青
野
原
駐
屯
地
成
人
行
事

１
月
中
旬

駐
屯
地
新
春
互
礼
会

（
駐
屯
地
外
で
実
施
予
定
）

１
月
19
日
～
23
日

＃
２
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

１
月
27
日

理
事
役
会

２
月
13
日

県
隊
友
会
支
部
長
等
会
議
・

県
理
事
役
会
及
び
懇
親
会

３
月
末
又
は
４
月
初
旬

理
事
役
会

永
野

義
彦
（
小
野
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
５
年
７
月
27
日
退
官

藤
坂

佳
憲
（
小
野
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
５
年
８
月
22
日
退
官

藤
原

弘
之
（
西
脇
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
５
年
８
月
23
日
退
官
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月
日
の
流
れ
は
早
く
、
今
年
も
残

す
と
こ
ろ
２
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
「
東
播
支
部
だ
よ
り
」

も
、
多
く
の
投
稿
記
事
を
い
た
だ
き

順
調
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方

の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
か
ら
の

引
き
続
き
ご
協
力
、
並
び
に
多
種
多

様
な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

大量に収穫されたさつま芋

さつま芋の収穫後の集合写真

支
部
の
活
動
実
績

支
部
の
主
要
事
業
予
定

絶滅寸前のさつま芋見事に復活したさつま芋

【

新
入
会
員
紹
介

】

【

さ
つ
ま
芋
の
危
機

】




